雜錄：臺灣產一新唇形科植物（前 川 文夫）•やへ がはかんば （ 久內） 831 



ル。細稂ヲ除イク後所謂「ミガキ」卜稱シ 
テ木灰卜共二桶ュ入レ丸キ棒ニテ根ヲ除去 
スル際ノ樣 二 攪拌操作シテ製品トシテ仕上 
ゲル0 

同島二於ヶル莪遝ノ年産額ハ約 3 〇〇〇斤 
トノ事デ筆者等ノ赴ィク當時ノ小賣値ハ風 
乾シタ丈ノ粗製品ガ1斤 28 錢，「ミガキ」 
ヲ掛ケ精製セルモノ1斤 35 錢デアツク。 
尙製造者ノ製品ハー旦産業組合ヲ經テ各市 
場殊二大阪方面へ多ク出荷サレルトノコト 
デアル。 

序二一言スレバ前述ノ通リ同島ニハ諸處 
二恰モ半自生狀態デ相當量ノうこんガ人家 
附近二生育 シテヰルモ 土地 ノ 住民 ハ 全然利 
用シナイトノコト デ アル。 

(1 9 3 6 年9月14日東京帝大醫學部藥學科生 
藥學敎室ニテ記ス） 


jfig . 6. Curcuma longa L . 

(下屋久村船行ニテ 1936 年 8 月 2 日、 
藤田撮 ノレ） 


雜錄 Miscellaneous 

〇臺灣産一新唇形科植物 

近著 ノ Hooker's leones Plantarum , 5 series , vol . Ill part . 2 t . 3230 (1934) デ 
Micromeria formosana Marquand トイフモノガ發表サレテ居ル。ひめはくかノー種デア 
ルガ 臺灣デハ始メ テ ノ屬デ アリ、 If . Wardii Maequand et Airyshaw 二一番近イガ、丈 
ヶガ低ク、枝ヲ打チ、葉小サク花冠モ小形、小苍ハ缺ク點デ區別出來ル由。丈10 cm 程ノ 
多年生草本デアツテ、臺灣ノ某氏ガ Kew 二送ツタ種子カラ發芽、育テ上ゲテ記載シタト 
イフ。日本ノ フロラ ハ日本人ノ手デ當然開明 サルべ キモノト思ハレテ居ル今日、ソノ方面 
ノ人モ澤山アル ニ カカラノ 、ズ、 所謂出シ拔カレタ態ノ事態ヲ生ジタノハ澤田氏ノ言ヲ藉リ 
レバ民族的 慨嘆 =堪へヌ所デアル。 （前 川文 夫） 


〇やへがはかんは 

1 本年八ケ嶽山麓ヲ走リ廻ツテやへがはかんば [ BeLula..dahurica Pall ) ヲ見テ.來タノデ、 
其寫眞ヲ出サシテ頂ク事ニシタ〇何ニシロ同方面デ、ナイトアンナニ澤山ハ見ラレナイ。尤 
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モアルガアレ 程 ハ 無イ。サ テ、此ノやへがはかんば卽こをのをれハ中井 博 
物ノ dahurica Pall 其物トハ少シク異ル存在ノ由デ、何レ同博士二 
鼸 _ ' ョリ 何ントヵ 判決ガ下サレ ルト 

思フガ、多年朝鮮 デ、 本物 ノ及 

JM f〆 '， ‘丈 - m 、 べキ說デアルト貫ハ 

： . ^ - - ^ . 吡.'的 m へ;- 


H 〇ちやノ木ノ花ノ咲キ方 

ft - 此ノ號ガ出ル頃ニハ茶ノ花ガ 

; ,.j 咲ク頃ニナルデアラウ。ソウシ 

' テ「ハイキング」ノ群ガ野山二候 

f ada :' ^ ガ、歸ッテ來夕樣二、此處彼處 

と e in ノ野山二姿ヲ見セルデアラウ。 

余ハ昨年ノ其'頃武州大箕谷大幡 
ノ附近デ、茶'ノ樹ヲ見テ步イテ居タラ、 
大キナ樹叢ノ中デ、寫眞ノ樣ナ咲方キヲ 
シテ居 ル 枝ヲ見テ採 ッタ。 大正5年ノ 
頃、牧野先生ガ相州鎌倉ノ某寺ノ庭 カラ、 

ヤハリソンナモノ ヲ採ツテ來ラレ テ、 茶 
ノ花序ヲ語ラ レ タ事ヲ今想起スル ノデア 
ルガ、茶 ハー 花 宛. 咲ク場合ガ多 イガ 、時 
々本來ノ咲キ方ヲスル ラシィ。 中井博士 
モ朝鮮森林植物縞第17輯（昭和3年12 
月刊行）中二茶屬ノ記載ヲサレテ r 岐散花 
序ハ腋生、本來三花ヲ附クレドモ通例減 
數シ テー 乃至二花ヲ ック」卜 述べ テ 居ラ 
レ ル 0 此事實 ハ全ク 面白 イコトデアル。 
此點一般採集家 ハ、 目茶苦茶 =、 人ヲ茶 
ニスル樣ナ 枝ヲ採ツテ來テ、 ソレ ヲ鑀定 
サセ ルガソンナ 人達= .ハコンナ話ハ 面白 
タナカ ラウ。 然シ糙二面白 イコトデアラ 
ネバナルマイ。 實ニヨ ク見 レパ見 ル程自 

(久內淸孝） 
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